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E－29　消費者の購買行動に関する一研究（第二報）

　　　　お茶の水女子大家政　○犬塚伝也

第

　「

本研究報告は,昭和5 3年(1 9　7 8年) 1 0月１日，日本女子大学において開催された

３０回日本家政学会総会いF .　家庭経営学・家政学原論ｒ家族関係部門での研究発表，

消費者の購買行動に関する一研究( 第一報）」に続くものである。

　「第一報」においては,「概要」として，昭和4 6年(19 7 1年)第一回，昭和5 2年

（　19 7 7年) 第二回調査研究の「目的」，「方法」，「結果」の概要を報告し　た。

耐久消費財，就中，家庭用電化製品―電気洗曜機，電気掃除機，電気冷蔵庫，ルーム・クー

ラー　・カラー　・テレビ，パネル・ヒーター，電子レ　ン　ジ　，　食器洗い機等について，保有率，

満足度，必要度，耐久度{ 耐用年数，買替理由，買替品の処分法，買替前の使用法，保管法χ

等について，第一次オイル・パニック( 昭和4 8年, 1 9 ，7 ３年）前と後の激動する経済

社会の変動期にある消費者行動の比較をしたのであるが目家政学，就中，家庭経営学の呼

からは多少はみ出した感があった。今回は,すぐれて家庭経営学的ア-i ローチとしてＦ家

庭内における意志決定プロセス　」に焦点を当ててみよう。　前述の家庭用電化製品について，それぞれ

「現有品」，「これから買おうとするものににっいて」，唯が購買決定をしたか？「主婦」「夫」「家族全員」「希望する家族」

「その他」でクロス集言↑，また「現有品を買った場所」（電気小買店，デパート，スーパー，安売店，その他）-「その理由」

「支払方法」（現金払い，クレジット，ローン，割賦販売，その他）等について。

　以上は，東京都を母集団とした調査研究であるが，最近，ハー　バード・グループに　よ　って

なされた1.ニューヨーク　市の　調査研究の結果と　非常に　類似している点が　興味深い　。

E－30 蹟*^竹動・針釦徊酋

お溥・ヽ太Hr̂ 丸　校田≫吋

　個月　戦支日;^･高良紘涛声衷f r^おけ石象計哨膏i収、:^^れ^、珂倚･t-動!こI つて

はmi明でりろ卜ヽおれ之^ れ。レかレ、哨和0りべ聘・久？7"プレーン。／チにろ’ヽべ

　吃此rぐけでほ鋭明りrベでよい如?わご現らi八rこ。本報名Is おヽ､ヽ1'^、狽民狐靖^ t勅こ呼

t柿家計・涛肴支気へ・､影^奪囚t漱討しぺそ・れ耀カの東合^ヽ左対4.灼にか孵レ又μ仁

　かゑ、消貪吏我£汰i^tる専のV. パ、①硯（り爽噴町怖②こ収%い､哺責%臓、丙ヽ

よ■Vi③夕嘘り粕脳薄線パこm丿准れ漢しい

卜。所肯り-f蕎に犬ヽI a. 冽t力､i~識ぺ闇^みアソプート弧厚､を紅値代レて処穆jる

こい. j 。て、鑓軋、所倚軋ゐヽI ダ哺女L.'ii無^吋応･$ 洸恥.

　t牡よ弧度府紬計ズ ^象計詞蓋^帳い^淆企血内「消t動同鋼－。1用、ヽ、効彫糸

世申を吋i^^ いく計測l.'{ヤ回卜、

　鵜象　冷伎。前埓ト吋丿答端凍名'>子瀾､泌、り史に視良川

に聊如上^卑奴順期^比べて-k峠に%ヽμレμ綺瑚々、昨郎べ阪以゛･り4加卑を借ﾏ。

心､ヽ嶋餌に毎陣門h疹レ、i l^ポ哺i:^粕こむ直接幻史ぎれるしりご叫& に氷す沁卜･




